
(華の浦学園)
Ⅳ　良質な個別サービスの実施（障害児施設：居住サービス）
　　　【　評　価　項　目　】 a b c Na 判断の理由

1 1 コミュニケーション手段を確保するための支援や工夫がなされている。 ○
コミュニケーション手段を確保する為、絵カード・表情カードを活用する等の工夫がなされ
ていることが確認できたので、ａ評価とした。

2 2 利用者の主体的な活動を尊重している。 ○
児童会の開催等、子供たちの意見を聞き支援の方法に取り入れている。又、幅広く意見
を聞くことで、主体的な活動を尊重していると確認できたのでa評価とした

3 3
利用者の自力で行う日常生活上の行為に対する声かけや見守りと支援の体制が
整備されている。 ○

個別支援計画により、声かけや見守り等、個々のサービス体制が整備されているので、
ａ評価とした。

4 4 利用者のエンパワメントの理念に基づくプログラムがある。 ○
音楽療法・機能訓練・スヌースレン等のプログラムを用意されているが、内容や実施状況
の確認が不十分であると思料されるので、ｂ評価とした。

5 1 利用者の権利を擁護する具体的な取り組みが行われている。 ○
職員倫理綱領や行動規範が明文化されている。又、人権擁護委員会を設置する等、具
体的な取り組みが行われていると判断し、ａ評価とした。

6 1 保護者との連携・交流が積極的に行われている。 ○
保護者会・年間行事等を通して、保護者との連携・交流が積極的に行われていると思料
され、ａ評価とした。

7 1 利用者が過ごしやすい環境づくりに取り組んでいる。 ○
生活の場として、利用者が過ごし易い環境づくりに取り組んでいる姿勢は伺えるが、トイ
レ等ハード面で不十分であると思料され、ｂ評価とした。

8 1 サービス実施計画に基づいた食事サービスが用意されている。 ○
個別の栄養ケア計画を策定し、利用者の状況に即した支援・食事サービスが用意されて
いる。特にフレックスタイム制を採っており、利用者に向き合った支援の提供での食事
サービスは、ａ評価と確認できる。

9 2
食事は利用者の嗜好を考慮した献立を基本として美味しく、楽しく食べられるように
工夫されている。 ○

向上と併せて、その人に合った食事の提供が、嗜好を考慮した献立として楽しく食す工夫
が確認できたので、a評価とした。

10 3 喫食環境（食事時間を含む）に配慮している。 ○
給食委員会・ＡＤＬ委員会等で検討し、フレクッスタイム制での喫食時間・環境に配慮した
食事の提供がされていると確認できたので、ａ評価とした。

(4)　生活環境づくり
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(華の浦学園)
　　　【　評　価　項　目　】 a b c Na 判断の理由

11 1 入浴は、利用者の障害程度や介助方法など個人的事情に配慮している。 ○
利用者の障害程度や介助方法を配慮し、その人への支援方法等、細やかな取り組みが
マニュアル化され、職員の連携の基での入浴体制がなされているので、ａ評価とした。

12 2 入浴は、利用者の希望に沿って行われている。 ○
個人の状況や希望に応じて、柔軟な対応で入浴が実施されていることが確認できたの
で、ａ評価とした。

13 3 浴室・脱衣場等の環境に配慮している。 ○
脱衣場は明るく、冷暖房が整備されているが、プライバシーの保護の視点で十分でない
と判断し、ｂ評価とした。

14 1 排泄介助は利用者の障害程度や介助方法など個人的事情に配慮している。 ○
排泄マニュアルを整備し、個人的な対応が配慮されたサービスが実施されており、ａ評価
とした。

15 2 トイレ環境に配慮している。 ○
事故防止・利用者の状態に配慮した環境づくりが出来ているが、プライバシーの保護・保
持の観点で十分とはいえないので、ｂ評価とした。

16 1
移乗・移動介助は、利用者の身体状況や介助方法など個人的事情に配慮してい
る。 ○

マニュアルを策定し、個別支援計画に沿って、一人ひとりの身体状況や介助方法が展開
されていたので、a評価とした。

17 1 利用者の個性や好みを尊重し、衣服の選択について支援している。 ○
一人ひとりの選択肢に沿って、尚、且つ好み等も尊重した支援が提供されていることが
確認できたので、ａ評価とした。

18 2 衣類の着替え時の支援や汚れに気づいた時の対応は適切である。 ○
衣類の着替えや汚れの対応については、毎日行っている。又、必要に応じての着替えの
支援状況も確認できたので、ａ評価とした。

19 1 利用者の個性や好みを尊重し、選択について支援している。 ○
利用者や保護者から希望を聞いたり、情報提供をし、希望に沿った支援がされていると
判断し、ａ評価とした。

20 2 理髪店や美容院の利用について配慮している。 ○ -
地域の理髪奉仕や、外出して近隣の理・美容院等での利用も、可能な限り選択できる支
援の配慮がされているので、ａ評価とした。

21 1 安眠できるように配慮している。 ○
対応マニュアルの策定により、快適な環境づくりが資料等により確認されたので、ａ評価
とした。

(7)　睡眠

(5)　衣服

(6)　理容・美容

(2)　入浴

(3)　排泄

(4)　移乗・移動
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(華の浦学園)
　　　【　評　価　項　目　】 a b c Na 判断の理由

22 1 日常の健康管理は適切である。 ○
健康管理マニュアルを策定し、個別の健康管理が整備され、パソコンにて管理されてい
る。又、感染症予防への対策も盛り込んで対応されているので、ａ評価とした。

23 2 必要な時、迅速かつ適切な医療が受けられる。 ○
体調の変化や必要な時、速やかに地域の診療機関等と、迅速かつ適切な医療が受診で
き、夜間・緊急時でのマニュアルも整備されていると判断されるので、ａ評価とした。

24 3 内服薬・外用薬等の扱いは確実に行われている。 ○ -
利用者の内服薬・外用薬等の取り扱いは、看護師を中心に確実に実施されていると判断
されたので、ａ評価とした。

(9)　余暇・レクリエーション

25 1 余暇・レクリエーションは、利用者の希望に沿って行われている。 ○
利用者の特性やニーズに応じ、かつ又、児童会での希望を取り入れる等、一人ひとりに
向き合ったサービスが実施されていることが確認されたので、ａ評価とした。

26 1 外出、外泊は利用者の希望に応じて行われている。 ○
外出については本人の思いを受容し、外泊については本人と家族の意向で希望に沿っ
た支援体制が整備されていることが確認できたので、ａ評価とした。

27 1 預かり金について、適切な管理体制が作られている。 ○ 預り金管理台帳に基づき、適正に管理していると判断されたので、ａ評価とした。

28 2 まんが・雑誌の購読やテレビ等は利用者の意志や希望に沿って利用できる。 ○
新聞・まんが・雑誌の購入は、本人の意向に沿っているが、テレビ等の視聴については、
一部の利用者に限られている所なので、ｂ評価とした。

29 1 利用者の発達段階に応じた適切な療育を実施している。 ○
利用者の発達段階に応じ、音楽・絵画・スヌースレン・読書・機能訓練等の適切な療育シ
ステムが配慮されていると確認できたので、ａ評価とした。

30 1 利用者の進路について支援を行っている ○
家族の意向を踏まえ、学校・地域の相談機関と連携し、本人の意思を尊重した進路相談
支援体制が整備されていたので、ａ評価とした。

31 1 利用者の状況に応じ、地域生活への移行についての支援を行っている。 ○
利用者のニーズや状況に応じ、地域の社会資源を活用し、地域生活移行への支援を実
践していると判断されるので、ａ評価とした。

(1)　療育の実施

(2)　進路選択の支援

(3)　地域生活への移行

(11)　所持金・預かり金の管理等

A-3　自立支援

(8)　健康管理

(10)　外泊、外出
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